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全
国
水
環
境
保
全
市
町
村
連
絡
協

議
会
全
国
大
会（
名
水
サ
ミ
ッ
ト
）

を
開
催

水
環
境
を
守
る

名
水
の
地
の
皆
さ
ん
が
安
曇
野
へ

　

全
国
の
「
名
水
」
が
所
在
す
る
市
町

村
で
構
成
す
る
全
国
水
環
境
保
全
市
町

村
連
絡
協
議
会
の
第
29
回
全
国
大
会

「
名
水
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

安
曇
野
」
が

８
月
28
日
か
ら
２
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
豊
科
南
穂
高
の

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
大

会
が
行
わ
れ
、
水
環
境
保
全
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
国
へ
の
要
望
書
の
提
出

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
名
水
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
で
は
、
協
議
会
加
盟
市
町
村
の

関
係
者
や
市
民
な
ど
約
６
０
０
人
が
参

加
し
、
水
環
境
や
水
質
の
保
全
な
ど
に

つ
い
て
発
表
や
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
に
は
協
議
会
員
を
対
象

に
市
内
の
名
水
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
名
水
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
毎
年
、
名

水
の
地
で
開
催
さ
れ
、
現
在
市
の
地
下

水
保
全
へ
の
取
り
組
み
や
安
曇
野
の
地

下
水
の
魅
力
を
訪
れ
た
全
国
の
皆
さ
ん

に
発
信
し
ま
し
た
。
次
回
開
催
地
は
三

重
県
志
摩
市
で
す
。

【
名
水
百
選
】

　

昭
和
60
年
に
環
境
庁
（
当
時
）
が
「
名
水

百
選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
合
併

以
前
の
昭
和
60
年
に
豊
科
と
穂
高
地
域
を
ま

た
ぐ
一
帯
の
湧
水
が｢

安
曇
野
わ
さ
び
田
湧

水
群｣

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
に
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ

せ
、「
平
成
の
名
水
百
選
」
が
新
た
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
水
環
境
保
全
市
町
村
連
絡

協
議
会
は
、「
名
水
百
選
」
の
所
在
す
る
市
町

村
が
連
携
し
、
水
環
境
の
保
全
の
推
進
と
水

質
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
、
平
成
27
年
度
の
協
議
会
員
数
は

１
８
４
名
水
（
１
７
５
市
町
村
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
に
は
、
国
土
庁
（
現
在

の
国
土
交
通
省
）
が
水
資
源
を
地
域
文
化
や

産
業
、
暮
ら
し
に
生
か
し
て
い
る
か
を
評
価

し
た
「
水
の
郷
」
に
豊
科
、
明
科
、
穂
高
を

ま
た
ぐ
一
帯
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

名
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

水
の
恵
み
や
大
切
さ
を
共
に
考
え
る

　

名
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
凛
と
し

て
、
潤
う
。
わ
た
し
時
間
。
湧
水
で
触

れ
る
北
ア
ル
プ
ス
の
恵
み
。」
を
テ
ー

マ
に
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
俳
優
で
気
象
予
報

士
の
石
原
良
純
さ
ん
が「
安
曇
野
の
水
、

日
本
の
水 

―
天
気
は
水
か
ら
で
き
て

い
る
―
」
と
題
し
て
講
演
。
雨
な
ど
の

気
象
現
象
に
つ
い
て
説
明
し
「
豊
か
な

水
の
惑
星
・
地
球
が
も
た
ら
す
、
水
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
必
要
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
本

淳
司
さ
ん
は
、
地
域
の
水
を
取
り
巻
く

環
境
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
国
の

水
循
環
基
本
法
と
水
循
環
基
本
計
画
に

つ
い
て
説
明
。
橋
本
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
の
考
え
方
は
『
水
は
人
類
共
通
の
財

産
』
に
な
っ
た
」
と
し
、
生
活
様
式
が

変
化
す
る
中
、
水
の
使
用
量
も
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「『
水
が
あ
る
こ
と

が
当
た
り
前
』
か
ら
『
水
の
あ
り
が
た

さ
』
を
啓
発
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
地
方
発
！
地
域
の
水
を
守
り
・
育
み
・

活
か
す
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の

名
水
が
所
在
す
る
市
町
村
か
ら
大
口
秀

和
・
三
重
県
志
摩
市
長
、
豊
岡
武
士
・

静
岡
県
三
島
市
長
、
見
形
和
久
・
栃
木

県
塩
谷
町
長
と
宮
澤
市
長
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
り
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

宮
澤
市
長
は
、
現
在
策
定
中
の
「
市

水
環
境
基
本
計
画
」
な
ど
、
市
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
地
下
水
の
保
全
や
、
水

環
境
の
保
全
に
向
け
意
識
の
高
揚
、
健

全
な
水
循
環
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
橋
本

さ
ん
は
「
水
環
境
の
保
全
に
は
『
連
携
』

が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
近
隣

の
自
治
体
、
市
民
、
企
業
と
共
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
名
水
紹
介
と
し
て
豊
科

郷
土
博
物
館
館
長
の
百
瀬
新
治
さ
ん
が

安
曇
野
の
水
に
つ
い
て
紹
介
し
、
豊
科

北
中
学
校
科
学
部
の
皆
さ
ん
が
市
内
の

水
質
調
査
の
結
果
を
事
例
発
表
し
ま
し

た
。

優
れ
た
水
環
境
を
次
の
世
代
へ

名
水
百
選
の
全
国
大
会

名
水
サ
ミ
ッ
ト
開
催

意見交換の様子

名水シンポジウムの様子

水ジャーナリスト・橋本淳司さんによる説明

全国の名水百選を紹介するパネル

安曇野わさび田湧水群・いこいの池（豊科南穂高・重柳）

あいさつをする阿部守一長
野県知事（右上）　講演を
する石原良純さん（中央上）
コーディネーターの橋本淳
司さん（左上）
会場で配布された地下水
を水源とする安曇野の水道
水（中央下）
市内企業のミネラルウオー
ターの試飲コーナー（左下）
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